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図1　試料の分析手順。ほぼ全てのサンプルがCALUXバイオアッセイにより処理された。対照サン

プルより低い反応を示すサンプルはnegativeとして区分し、一方、高い反応を示すサンプルはGC/

MSによる追試験を行った。加えて、negativeサンプルの10％がGC/MSによる分析に供された。

GC/MSによって肯定されたサンプルは、日常的にCALUXを用いて分析された。

図2　CALUXバイオアッセイを用いたミルクサンプルのスクリーニング。サンプルは2.7pg TEQ

のダイオキシン類と2.3pg TEQのPCBsを含む対照サンプルと比較して試験された。高い反応を示

すサンプルはsuspected、低い反応を示すサンプルはnegativeとして示した。

Table 2  GC/MS分析に供された一部のnegative、toxicそしてsuspectedサンプルを含んだ1999年

6-9月にCALUXバイオアッセイを用いて分析されたサンプル数。

<Summary>

　ベルギーにおけるダイオキシン問題に起因して、毒性が疑われる試料についての迅速な調査方法

が求められている。その方法の一つとして、硫酸シリカゲルクリーンアップとCALUXバイオアッ

セイ法を組み合わせたDioxinsおよびCo-PCBsの迅速なスクリーニング手法を検討している。

　その結果、今回検討を行った手法はDioxinsおよびCo-PCBsのスクリーニングに有用であり、ま

たGC/MS法と併用すると最も良く機能すると結論づけている。
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Table 1　ダイオキシン様化学物質（DLCs）のいくつかの生物的検出法

（BDMs）の利点と欠点

Table 2　ダイオキシン様化学物質（DLCs）のいくつかの生物的検出法

（BDMs）の利点と欠点

<Summary>

　この文献は、最近の主なダイオキシン様化学物質に関する生化学技術を評価

し、それらの優位性および限界を議論している。

　多くの生物的検出法は、ダイオキシン様化学物質の毒性評価に用いられるI-TEF

（WHO, 1998）に対する相対的な能力を比較することによって説明される。生物

汚泥のような環境サンプル、PCB-mixtureや燃焼由来のもの、そして最終的に野

生生物および人間が摂取するものに関する多くの研究について化学的分析のデー

タと比較されている。
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表1　ELISAやバイオアッセイによるTCDDサロゲートに関するスクリーニングテ

ストの概要

表2　TCDDサロゲートのAhレセプター活性

表3　リテンションインデックスと推定されたオクタノール-水分配係数（Kow）

<Summary>

　ダイオキシン類は、ほ乳類に対して有害な毒性を示すため、それらの分析のた

めに必要な標準品の調製や溶解液の廃棄が問題となっている。そこで、現在、規

定されたガイドラインを厳守するために使用されている標準品より低い毒性をも

つ代替物をELISAやバイオアッセイ（Gel-shift and luciferase activity assays）

そして物理化学的側面から検討している。

　Table 1における化合物2と7は、ELISAやGCシステムにおいてTCDDに類似し

た反応を示し（Table 1, 3）、またAhレセプターが関与する反応においてTCDD

と比較して低い活性しか有しないため毒性をほとんど持たない（Table 2）。よっ

て、筆者はTCDDのサロゲートとしてこれら2つの化合物を用いることを提案して

いる。
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図1　迅速な試料の前処理およびイムノアッセイ分析に用いるラードに添加された

2,3,7,8-TCDDの回収

　等分されたラードはthe materials and methodsの区分に記述した方法で溶

解、添加そして分析された。試料の回収値は、実試料と同様の操作ブランク試験

より得られたブランク値によって補正された。これらの回収値に基づき、それぞ

れのグループで正確な濃度が見積もられた。

<Summary>

　近年のエンザイムイムノアッセイ（EIA）によるダイオキシン類の測定技術の進

歩は、土壌やフライアッシュサンプルにおいてpg/g-TEQレベルでの測定を可能

とした。このイムノアッセイ法の食物サンプルへの適用は、EIAの迅速および簡便

さを最大限利用した迅速試料調整法を用いることによりさらに容易になると考え

られる。本研究の目的は、このEIAのための迅速試料調整法を開発することであ

り、その鍵となるのは吸着ロスの少ないポリテトラフルオロエチレン（PTFE）カ

ラム素材を用いた活性炭カラムの使用である。
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図1　CALUXTM対GC-MS

図2　対数変換したCALUXTMと高分解能GC-MSのTEQデータの関係

図3　5pg TEQ/g lipid付近のCALUXTMと高分解能GC-MSのTEQデータの関係
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図1　GC/MSとCALUXの結果の比較
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表1　異なるマトリックスから抽出した粗および精製した試料によるゲノムの

　　　分裂

図1　17βエストラジオール(E2)等量として測定された煤煙のエストロゲン活

　　　性　およそ20×5nM E2の活性をもつ100mgの煤煙を含む化合物

図2　化学的および生物学的分析により認められたダイオキシン様応答の比較

図3　生物学的分析と第2アルミニウム精錬過程から生成するダイオキシン様　

　　　応答を生ずる手法の比較
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